
任校では、５年〜 10 年先を見据えた学校の

あり方を検討し、「学び直し」を軸にした教育

活動全体の再構築を全校体制で取り組みました。「総

合的な学習の時間」の内容の整理と学校行事の精選

を進めながら、学び直しを目的とした学校設定科目

を教育課程に位置づけ、教科や分掌を超えたチーム・

ティーチングで国語・数学・英語の授業を実施する

ことになり、私は「学び直し」のプロジェクトリーダー

を務めることになりました。

　最初のうちは「その教科を専門とする教師が担当

した方がよいのではないか」といった意見も多く聞

こえてきましたが、私は「2 年目になれば先生方も

慣れ、納得されるだろう」と考えていました。しかし、

翌年度になってもそうした声は収まりませんでした。

次第に私は、「簡単な内容なのに、どうして教えられ

ないと言うのだろう」と、苛立ちを覚えるようにな

りました。そうした折、管理職との会議中に、校長

からかけられた言葉が「誰もができる仕組みを
作ることが仕事ですよ。徳橋先生がこの学校を

去った後のことも考えてくださいね」でした。

　「学び直し」は中長期的な取り組みだと捉えていま

したから、校内の多くの教師を巻き込む必要性は感

じていました。しかし、現実にはそれができていな

いこと、共感を得ないまま続けてもうまくいかなく

なることに、校長の言葉で気づかされたのです。

　プロジェクトチームは、先生方が各々の専門で頑

張っていることに尊敬の念を持ち、その上でそれぞ

れの異論や疑問に真摯に向き合い始めました。併せ

て、チーム・ティーチングでの役割分担なども、よ

り具体的に示し、先生方の不安の払拭に努めました。

生方に助言する立場になってからは、「働きや

すい環境」はどうすればできるのかを、それ

まで以上に考えるようになりました。私たち教師は、

日々愚直に、そして懸命に生徒に向き合っています。

だからこそ、教師同士でお互いの頑張っている部分

を認め合うことが大切なのです。そうして、学校と

いう場で私たち教師も人生の喜びに満たされた時、

教育活動の改善にも全員で取り組めるようになるは

ずだと、私は経験を通して確信を持ちました。

　一方で、全員の力で成し遂げることにこだわりす

ぎると、改革のスピード感が失われてしまうことも

あるでしょう。誰もができる仕組みづくりを目指し

ながら、時には新しい取り組みなどは先生方の個々

の力に頼ることで、最大限の効果を生み出していく

べき場面もあるはずです。できる人ができる時にま

ずは率先して耕しながら、少しずつ周囲を巻き込ん

でいくことが大切だと思います。

長を始めとして管理職は多くの場合、２、３

年で異動しますし、マネジメントに必要なメ

ンバーの特性把握にはどうしても時間がかかります。

現実には、ミドルリーダーと呼ばれる世代の教師が、

校内の教師の強みや個性を把握して、この分野はこ

の先生を中心に……などと判断して進めていく方が、

スピードも効率もアップします。「GO を出すのは校

長。動かすのは自分」。そう強く自覚することも、私

たちミドルリーダー世代には必要だと思っています。
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◎教職歴 18 年。同校に赴任して１年目。主幹
教諭。北海道高等学校教育研究会英語部会 
運営委員、英語教育推進リーダー研修講師
を務めるなど、北海道の中堅教師の指導力
向上において、重要な役割を果たしている。

北海道札幌北陵高校　全日制／普通科／共学／１学年約 280 人／ 2020 年度入試合格実績（現役のみ）国公立大は、小樽商科大、
北海道大、弘前大、岩手大などに 90 人が合格。私立大は、北海学園大、中央大、同志社大などに延べ 343 人が合格。
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柏木　今号の表紙を飾る素敵な絵を描いてくださって、あ
りがとうございました！　今回は、何かの教科・科目のオ

ンライン授業の様子を絵にしてくださったんですよね。

白木　はい、書道のオンライン授業の様子を描きました。
「芸術とは何か」について、先生の話を聞き、みんなで考

えているシーンです。芸術作品は、できあがった瞬間には

値段は決まっていなくて、見る人の評価によって値段が定

まっていきます。でも、それは芸術作品だけのことではな

く、店で売られている商品も、デザインなどの芸術の要素

によって価値が変わります。授業では、そういったことを

学びました。自宅でリラックスした状態で授業に参加した

からか、先生の問いかけにも、いつも以上に自由な発想で

答えられました。

柏木　芸術作品の経済的な価値がどのように定まっていく
のかをオンラインでみんなで考えるなんて、書道の授業に

これまで以上に興味が湧きました。

白木　書道の授業のシーンを描こうと思ったのは、表現活
動についての僕の考え方そのものに影響を与えた授業だっ

たからです。縄文土器の文様は、当時の人々が世界観を共

有するために施したものだという考えがあるそうですが、

自分の思いを他者に伝えたいという人間としての根源的な

衝動が、あらゆる表現活動の源なのだと、今回絵にした書

道の授業を通して考えるようになったんです。

柏木　白木さんの今のお話を聞いて、他者に思いを伝えた
いという根源的な衝動は、ＡＩが発達する社会でこそ、よ

り価値を持つようになるかもしれないと思いました。

白木　僕もそう思います。そして、他者に思いを伝えたり、
思いを実現するために行動したりする場としての役割が、

これからの学校にはますます求められるのだと思います。

ただ、絵に関して言えば、僕は知識をもっと身につけたい

です。感性ももちろん大切だけれど、色彩や筆圧などの知

識がまだまだ不足していると、描き終わった時に実感しま

した。描いている時はただただ楽しんでいましたが……。

柏木　好きなことを思い切り楽しんだ後に、これからの自
分についての気づきを得たというわけですね。

白木　気づいたことはもう 1つあります。絵を描きながら、
僕はいろいろな人に助けられてここまで来たのだというこ

とを、はっきりと自覚したんです。だから、卒業式の日まで、

後悔のないように、しっかり勉強したいと思っています。

柏木　表現活動を通して自分自身を見つめるという、素敵
な経験をされたんですね。素晴らしい絵、そして素晴らし

いお話を、本当にありがとうございました！

熱中して描いたから気がついた、
僕と学校にこれから必要なこと福岡県立須恵高校
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VIEW21 編集部
統括責任者

柏木 崇

表 紙制作者

聞き手

白木さんが制作した別作品（下）
には、校舎に装飾された校章が
背景に。「普段目にしている場
所なのに、今回改めてとても印
象的な場所だと感じ、絵にした
いと思いました」（白木さん）

高 校 生 と の 対 話 で 描 く

白木さんが通う福岡県立須恵高校の取り組みを、今号の特集
（P.16～19）で紹介しています。
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